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   URINARY TRACT INFECTIONS (REPORT  6: 
   ISOLATION RATE AND DRUG SENSITIVITY 
         FROM 1988 THROUGH 1989)
Keishi Okada, Yukio Usui, Takayuki Abe,
Satoshi Watanabe, Toshiya Ishida, Kazuo Arihara,
Aiichiro Masuda, Hiroaki Inatsuchi, Motoaki Tanaka,
Tohru Hihara, Miki Shiramizu, Yoji Katsuoka,
Hidechika Kinoshita and Nobuo Kawamura
From the Department of Urology, Tokai University, School of Medicine
Tomoaki Sato and Masakatsu Ikeda
From the Central Laboratory, Tokai University Hospital
 We examined the bacteria isolated from urine of patients in our department from 1988 though 
1989. A total of 809 strains were isolated from the outpatients. They were 241 strains of gram-
positive bacteria (29.8%). E. coli (32.0%) was isolated most frequently, followed by Enterococcus 
spp. (9.9%), Proteus group (7.4%), S. epidermidis (6.2%), P. aeruginosa (5.1%) and others. A total 
of 412 strains were isolated from the inpatients. They consisted of 173 strains of gram-positive 
bacteria (42.0%). Enterococcus spp. (17.0%) was isolated most frequently, followed by P. aeruginosa 
(12.6%),  S. epidermidis (9.7%), E. coli  (7.3%), S. aureus (6.6%) and others. Fewer P. aeruginosa, S.
marcescens and Proteus group were isolated from the outpatients and fewer S. marcescens, E. coli and 
K. pneumoniae from inpatients than previously. More S. aureus were isolated abruptly from the 
inpatients and more E. coli were isolated from the outpatients than previously. E. cloacae, S. epi-
dermidis, S. aureus and Corynebacterium spp. all isolated from inpatients showed lower antimicrobial 
sensitivity than those isolated from the outpatients. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 175-185, 1994) 









れ る.ま た 近 年 問 題 と な って い る 院 内感 染 の 主 役 で
あ るMRSA(methicillinresistantStaphytocoecus
α膨 麗の につ い て も何 らか の情報 が え られ る可 能 性 も
あ る ので,今 回 は1988年と1989年の2年 間 の成 績 に つ
い て報 告 し,若 干 の考 察 を 加 えた.
対 象 と 方 法
1988年1月か ら1989年12月まで に,東 海 大学 病 院 泌
尿 器科 の外 来,入 院患 者 尿 中か ら検 出 した細 菌 を 対象
と した,
これ まで は,い わ ゆ る有意 細 菌 尿 とされ る105cfu/
ml(cfu=colonyformingunit)以上 の 検 出菌 につ
い て 検討 して きた が,104cfu/mlのもの も起 炎菌 と
して 扱 われ る こ とが 多 くな った た め,104cfu!mlの
もの も別 に 集計 して菌 種分 布 を 比 較 した,同 一 患者 か
ら継続 して 検 出 された 同 じ菌 種 に つ いて は,薬 剤 感受
性試 験 の 結果 か ら同一 細菌 と推 定 され る ものは除 外 し
た.同 一 菌 の判 定 は,デ ィス ク感受 性 試験 の結果 が 同
一 か ,一 つ の薬 剤 で感 受 性 が一 段 階 しか 差 のな い もの
と した.
採 尿は 従 来通 り,女 性 で は導 尿,男 性 で は中 間 尿 を
原 則 と した,
分 離細 菌 は1濃 度 デ ィス ク(昭 和)に よ り薬 剤 感 受
性 を 調 べた.+++と++を 感 性,+と 一を耐 性 と し
た.






(CP),colistin(CL)で,グラ ム 陽 性 菌 で はNA,CL
の 代 わ り にcloxacillin(MCIPC),clindamycin
(CLDM)に つ い て 集 計 し た.ま た 一 部 菌 種 で はPI-
PC,CMZの 感 受 性 測 定 が 行 わ れ な か った.
成 績
1)細 菌 分 離 頻 度(Tablel)
1988年,1989年,お の お の 外 来 で は410株,399株,
入 院 で は165株,247株 が 検 出 され た.こ の ほ か 外 来 で
は 各 年 度7株,7株,入 院 で は23株,29株 の 真 菌 が 検
出 さ れ た が ほ と ん どがCandidaspp.で あ っ た.





aureus2,7%,2.2%の順 で,両 年 度 の 順 位 に 変 動 は
な い.他 の 腸 内 細 菌 群(otherentericorg.)a7%,
2.8%,他 の ブ ドウ 糖 非 ・醗酵 菌 群(otherNFGNB)
10.0%,7.8%,そ の 他(others)14.4%,17.8%で
あ っ た.こ れ ら の 中 で はAleatigenesspp・2.9%,2,0
%,B群 溶 連 菌3.6%,2.2Ae,A群 溶 連 菌2.9%,4.
2%,CorPtnebacteriumspp.2.9%,2.5%が多 か っ た.
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こ の よ うに1989年 の 入 院 の 方 で はS・aureusの 急 増
とS.marcescens,Proteusgroupの減 少 が 目立 った.
104cfu/m1検出 し た 菌 種 別 頻 度 をTable2に 示 し
た.各 年 度 外 来 で135株,173株,入 院 で88株,157株
で あ っ た.外 来 で は105cfu/m1に 比 しE・cotiが 少
な くそ の 他(others)の多 い こ とが 目につ く.ま た 入
院の 方 で はS・epidermidis,Enteroeoccusspp・が多 く,
グラ ム陰 性 菌 が比 較 的少 なか った.
2)分 離 菌 の薬 剤 感 受性
外来 お よび 入 院患者 由来 菌 の 感 受性 率 を 年 度 別 に
Fig.1～9に 示 し た.細 菌分 離 頻 度 で,103cfu/ml
の ものは 示 さなか った が,そ の一 部 で薬 剤 感 受性 を 調
べ た も の も入 って お り,細 菌 分 離 頻 度 で の株 数 と一 部












































































































































ABPCとFOMを 除 く各 薬剤 に 対 して 良 好 な感 受
性 を示 した.入 院 の方 では1988年に40.0%であ った
ABPCは1989年に は73.9%と回復 し,外 来 と差 が な
い.TCも70.O%か ら87.0%に 回復 して い るが,
FOMは75.0%か ら47.8%に低 下 した,し か し外 来
で はFOMに 対す る感 受性 に 両年 度 で 差 が なか った.
②K・Pneumoniae(Fig・2)
1989年の入 院 由 来株 は4株 しか な か った が,Fig.2
に 含め た.
外 来,入 院 と もにABPC,FOMに 対 して は低 感
受性 で あ った.NAに 対 して は,外 来 では 中 程 度 の
感 受性 を 示 した が,入 院 では そ れ ほ ど良 くなか った.
PIPCに 対 しては1989年の 入院 の方 で64.3%,CEZ
に 対 して は入 院 の方 で 各年 度50.0%,64.3%と他 の セ
フ ァ ロス ポ リン系 薬 剤 よ り低 い 感受 性 を 示 した.そ の
他 の薬 剤 に対 しては,ほ ぼ 良好 な感 受 性 を示 した,
③P・aeruginosa(Fig.3)



















































































































































で あ った.外 来 ではTOB,PIPC,GM,CLが 比 較
的良 好 な感 受性 率 を 示 した が,入 院 患者 由来 菌 に対 し
ては60%前後 の感 受 性率 であ った.特 に1989年度 では
CLを 除 い て50%以下 の感 受 性 率 しか示 さなか った.
④E.ctoacae(F量9・4)
両年 度 の株 数 は 外 来 で16,10株,入院 でlO,20株と
少 なか った.
外 来,入 院 と もvc良好 な感 受性 率 を示 した の はG一
M,CLで,外 来 で は このほ か,TOB,CPZ,PIPC
が良 か った.入 院 で はTOB,TCが 比 較 的 良か った.
PIPC,CPZの 入 院 で の成 績 は1988年60.0%,60.
%,1989年30.O%,35.0%と両年 度 で の差 が 大 きか っ
た.外 来 ではCP,TC,NA,CLで1989年 の成 績 が
前年 度 に比 べ て 大 巾に 向 上 して いた.
⑤C.freundii(Fig.5左側)








































































































































plpC,CPZ,GM,TOBが 良好 な 感 受性 率 を 示
し,CTM,CP,TC,FOM,CLが これ に続 く.CE-
X,CEZ,CMZはABPC,NAよ りも低 感受 性 率 で
あ った.
⑥Indole陽性Preteus群(Fig.5右側)
入 院 由来 株 が 両年 度 と も少 な く,外 来 で の成 績 を 示
した.
この グル ープはP.vulgaris,M.morganii,P.rettge一
riが検 出 され,お の お の1988年には14,ll,14株,
1989年に は8,6,10株 が え られ てい る.PIPC,
CMZ,CPZ,GM,TOB,NAが 良 好 な 感 受 性 率を
示 した.CTM,CPは 中 等度 感 受性 率 を示 した.
⑦EnterococeusSPP.(Fig.6)
外来 で はABPC,CPZが 良好 な 感 受性 率 を 示 し,
これ に続 くのがCP,FOMで あ った.入 院 の方 で は
CP,FOMが 比 較 的 良 く,ABPC,CPZは 中 等度 感
受 性 率 を示 した.













































































































































外 来 で はFOM以 外 は 各 薬 剤 とも中等 度 以 上 の感
受性 率 を示 した が,CEZ,CTM,CPZ,CPが 特 に
良か った.入 院 の 方 で もCTM,CPZ,CPは 高感 受
性 率 を示 した.ABPC,CEX,GM,TOB,MCIPC
は入 院 で の感 受性 率 が外 来 よ り著 明 に低 か った.
⑨S.aureus(Fig・8)
外 来,入 院を 通 じて 良好 な 感 受 性 率 を 示 した のは
TCで,CPが これ に 続 く成 績 で あ った.外 来 では
MCIPCも 良 く,CEZ,CTM,CPZ,CLDMが こ
れ に続 く感 受性 率 を示 した.TCとCP以 外 は 外来
と入 院で 差 が大 き く,ま た入 院 で は1989年の感 受 性 率
が 前 年 よ り低 下 してい るも のが 多 く,CTM,FOM
で著 明 で あ った.
⑩CorPtnebacteriumSPP,(Fig.9)
外 来 由来 株 に 対す る感受 性 率 はFOM,CLDM,
MCIPCを 除 い て比 較 的 良好 で あ った 。入 院 の方 では





1976年か ら1987年まで の尿 分離 細 菌 と薬 剤感 受性 率
に つ いて は5報 に分 け て報 告 した.こ の 間薬 剤 デ ィス
クの変 更 が1回 あ った だけ であ り,基 本的 な薬 剤 で あ
るABPC,CEZ,CMZも し くはCTM,GMな ど
は 別 として,そ の他 の薬 剤は つ ぎつ ぎ と新 しい 薬剤 に
取 って代 られ てい る.現 状 に 対処 す るに はt3～4年
ご との薬 剤 デfス クの見直 しが 望 ま しい.し か しなが
ら疫 学的 な 見地 か らは,同 一 薬 剤 が10年近 く使 われ た




の代 表 薬剤 制 は細 菌 検査 室 で は良 く知 られ て い るが,
臨床 医 で これ を知 る ものは 少 ない.代 表 薬 剤制 に つ い
て述 べ るこ とは本 論 文 の趣 旨では な いが,本 邦 で も統
一 した ものが で き る ことが 望 まれ る,
第1報3)以 来,細 菌分 離頻 度,薬 剤 感 受性 の ま とめ
方 にほ とん ど変更 は な く,ほ ぼ同様 の規 準 に従 って述
べ て きた.し か しな が ら分 離菌 の頻 度は 年 々変 わ り,
検 出株 数 が少 な い と感受 性 試験 の 結果 を 報告 で きず,
本 報 ではS.mareescens,P.mirabitisの成 績 は割 愛 し
た.逆 に 検 出頻 度 の高 いCorynebacteriumspp.につ い
て報 告 した,
この他,外 来 ではAtcatigenesspp.(各年 度24,16
株),B群.β一StrePtococcus(各年 度24,18株),A群
StrePtococcus(各年 度21,26株),入院 ではA.anitra-
tus(各年 度,16株)な ど も比 較的 多 か った が,今 後 の
推 移 を見 る必 要が あ ると思 われ る.
グラ ム陽 性 菌 に対 してbenzylpenicillin(PCG)を
対 象 薬剤 と してい た が,CLDMの 方 が 使 われ る こ と
もあ り,今 回 はCLDMを 入 れ た.
1)細 菌 分 離頻 度
グ ラム陽性 菌 は 各年 度 外来 で3α0%(123株),29.6
%(lI8株),入院 で37.0%(61株),45.3%(ll2株)
で,入 院 の方 で 増 加 してい る.前 報4)では45.4%,
41.2%,32.6%と減 少傾 向 に あ った ものが 再 び増 加 し
て い るが,こ れ はS.aureusの急 増 とP.aeruginosa以
外 のNFGNBの 減少 が 原 因 と思 わ れ る,
外 来 の 方 は 前報4)と同様,グ ラム陽性 菌 は30%程度
で 変 化が な い.
外 来で は1985～1987年に20%程度 で あ ったE,eoti
が30.0%,34.1%と急 増 して お り,Enterobacterspp.
も1985年の】,7%から漸増 傾 向に あ り,1988年ag%,
1989年3,5%とな った.こ れ に反 しS・marce∬ensは
1986年の2,86eから減 少 しt1989年に はO.8%,Prote'
usgroupも1985年の14.6%から1989年に は6.7%まで
減 少 して お り,otherentericorg.も1985年の64%
か ら1989年の28%に 減 少 を続 け てい る・
P・aeruginosaは1985年の7.9%から減 少 傾 向 を示 し,
1989年に は4,8%とな った.OtherNFGNBも1986
年 の12.0%から1989年7,8%へと減 少 して い る,
グラ ム陽性 菌 のEnterococcusspp.,S.epidermidis,
S.aureusは特 に 変化 が な く,外 来 で は グ ラム陰性 菌
が65%前後 を 占め,そ の中 で の増 減 が 認 め られ た.
瀬 島 ら5)は1988年の 外 来 で,単 純 性 尿 路 感 染症 で
E・coli62,5%,StaphpttoeoecusspP・18,7%,複雑性 尿
路 感 染 症 では グラ ム陰 性 桿 菌6α9%,グ ラム陽 性球 菌
29.7%でE.faeeatisが21.4%と最 も多 く,S.marees・
cens13.8%,E.coliIO.3%であ った とい う.複 雑 性
の菌 分 離 頻度 は わ れ われ の入 院患 者 由 来 菌 の デ ータ と
S.mareescensを除 いて 類似 して い る.し か し前報4)で
は入 院 由 来S・marcescensは平 均9.7%を占め て いた.
田中 ら6)は1987～1988年の外 来 で,グ ラ ム陽 性球 菌
26.1%,グラム陰性 桿 菌697%と 報 告 して お り,わ れ
われ の施 設 同様Serratia,Proteusgroupの減 少 とS.
aureUSの増 加 を指 摘 して い る.
高木 ら7)のig83年か ら1987年の外 来 デ ー タで は,
1987年にE.eoti27.0%とわれ わ れ の 成 績 とそ れ ほ ど
差 が なか った が,K.Pneumeniae,P.aeruginosa,Entero-
baeterはお のお の90%,11,3%,a8%と われ われ の
施 設 よ り多 く,グ ラ ム陰性 菌 が75%を越 え て いた.し
か し ∫.御α膨 膨 η∫の 減少 傾 向 は 同 じで あ った.
入 院 の 方 では 前 報4)と比較 す る と,E.cotiは1985年
の4.9%か ら1987年に10,4%と増加 傾 向に あ った もの
が,7.9%,α9%と 減 少傾 向 とな った,K.Pneumoni-
aeは5.3%か ら3.5%に減 少 して きた が,さ らに2,4
%,2.9%oと減 少 して い る.Enterobacterspp・は1985
年 の2.9%から1987年に は生3%,さ らに5.5%,5.7%
と漸増 してい る.
S.marcescensは1985年か ら10.7%,6.5%,13.O%
と1987年に ピー クに 達 し,そ の後生8%,2,0%と急激
に 減 少 した.
Proteas群は1985年の3.7%から6.1%,1.7%eと変 動
が あ り,そ の 後6.1%,3.6%と年 度 に よっ て変 動 が見
られ る.
Otherentericorg・は1985年の6.1%から4.5%,
3.9%と減 少 し1988年,1989年に は いず れ も3.6%と大
きな差 は なか った.
岡田,ほか1尿細菌分離頻度 ・薬剤感受性試験
P.aeruginosaは1985年の9.0%から9.1%e,12.5%
と増 加 し,さ らに12.7%,12.6%と,こ3年 間は 変
イヒカこなし・.
OtherNFGNBは1985年の1Ll%か ら16.5%,
17.3%と増 加 した が,1988年に は20.0%とな り,1989
年 は15.8%に減 少 した.S.aureusは1985年の .7%か
ら3.6%,O.9%と減少 したが,そ の後2.4%o,9.3%と
急増 した.S・apidermidisは1985年か ら9.0%,7.8%,




他 施設 との比較 で は,田 中 ら6)は1987～1988年の 入
院 での成 績 で,グ ラム陽性 球菌 が43.2%,グラム陰 性
桿菌 はSO.71aeと,グラム陽性 球菌 の多 い こ とを示 して
お り,わ れ われ の施 設 で も1989年には グ ラム陽性 菌 が
45.360と前年 の3フ.0%から急増 して い る.ま たP.ae-
ruginosaでは 差が な い が,OtherNFGNBは8.9か
ら14.7%と増 加 して い る と してお り,わ れ われ の 施設
で も同様 であ った.
&aureusは田 中 ら6)の報告 で も3.8%に倍増 して い
るが,わ れ わ れ の施 設 では2.460から9.3%へ4倍近 く
増加 して い る.
高木 ら7)の報 告 に よれ ばE・faecatisはわ れ われ の 施
設 とあ ま り差 が ない が,S.epidermidisの急 増 が1987
年に認 め られ,13.6%にま でな ってい る.わ れ われ の
施設 では9.7%まで増 加 してい た.ま た&marcescens
の増 加 とEnterobacterspp.の急 滅 が報 告 され て い る
が,わ れ われ の 施 設 では そ の逆 の 現象 が 起 こ り,常 用
抗菌 薬 の違 いや 院 内感 染 の 問題 な どが考 え られ る.わ
れわ れ の施設 と同 様,田 中 ら6),高木 ら7)の報 告 では,
入院 の方 で の グラ ム陽性 菌 の増 加 が 報告 されて お り,
これ はS.aureUSやS.epidermidisなどの 多剤 耐性 菌
の増 加 に よ る と考 え られ る.
UTI薬 効 評 価基 準8)は薬剤 の 薬 効を 評 価 す る もの
で あ るが,lo4cfu/ml以上を と ってい るのでlo`cfu
/mlの検 出菌 も別に 集 計 した(Table2)・外 来 で は
各年 度 とも有意 にE.cotiが少 な く,othersが多 い.
また1989年度 で はS.epidermidisも有 意 に多 い.し か
し入 院 の方 では この よ うな 有 意差 は 認 め られ な か っ
た,な お 検 定 はFishersExactTestなどに つ いて
行 った.
2)薬 剤 感 受 性
①E.eoli
ABPCPIPCで は1989年に感 受性 率 の 上 昇が 認 め
られ,入 院 の方 で 顕 著 で あ る.こ のほかCPで も感
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受 性 率 の上 昇 が認 め られ た.FOMで は 前報4)に続 き
感 受 性率 の低下 が 認 め られ た.外 来 で の 成 績 は 田中
ら6)の報 告 と よ く一致 してお り,高 木 ら7)の報 告 では
1986年か ら1987年にか け てABPCの 感受 性 率低 下 が
報 じられ て い るが,当 院 では1989年に感 受 性 率 の回 復
が 見 られ,今 後 の 推移 を見 守 りた い.
瀬 腸 ら5)は外 来患 者 を単 純 性 お よび複 雑 性 尿路 感 染
に 分け て 見 て お り,ABPCで は感 受 性 率に 差 は な く,
PIPCもABPCと 差 がな か った と して い るが,わ れ
わ れ の 施 設 で は 外来,入 院 ともにPIPCの 成 績 が
ABPCよ り良か った.
②K.Pneumoniae
前報4)にく らべ 外来,入 院 と もにABPCの,入 院
で はCEZの 感 受性 率 が 低下 し,入 院 で のPIPC,
CPの 感 受性 率 上 昇が 認 め られ た.こ れ ら以 外 は前
報 の と差 がな か った.
田中 ら5)の外 来 で の成 績 はCEX67%,CEZ86%,
CPZ83%な どで,わ れ われ の施設 の方 が 良か った.
入院 の方 では 川 畠 ら9)の成 績は わ れわ れ の も の と よ く
一致 して お り,E.coliの場 合 と同様,セ ブ7ロ ス ポ
リン系,ア ミノ糖 系,キ ノロ ン系 な どの薬 剤 が良 好 な
感 性率 を示 した.
③P.aeruginosa
CPZ,TOB以 外 の 薬剤 で は外 来,入 院 と もに前報
よ り感 受 性率 が 低下 した.田 中 ら6)の外 来,入 院 で の
GM,TOBの 成 績 は われ わ れ の成 績 と一致 して お り,
1986～1988年で の川 畠 ら9>の成績 もCPZの62%を 除
ぎPIPC,GM,FOMな どわ れ われ の成 績 と よ く一
致 して い た.
瀬 島 らの複 雑 性 尿路 感 染症 で の成 績 は,わ れ われ
の入 院 の方 で の成 績 と比 較す る とCPZ,FOMで 悪
く,GM,PIPCで 良 か った.
わ れ われ の 施設 で はCPZを ほ とん ど使用 して い な
いた め,CPZに 対 す る感 受性 が良好 に保 たれ て い る
の か も知 れ ない,
④E.cloacαe
外来 と入院 で 感受 性 率 の差 が 大 きい.
前 報4)では感 受性 率 の上 昇 した薬 剤 が 少 なか らず あ
った が,今 回 は外来 でPIPC,CTM,入 院 でCP,
NAの 感受 性 率低 下 が認 め られた.
外 来,入 院 で の田 中 ら6)の報 告 と比 較 す る と,わ れ
わ れ の 施設 で のGM,TOB,CPは 良好 な成 績 で あ っ
たが,い ず れ も株 数 が 少な い の で比 較 しに くい.川 畠
ら9)の報 告 と比 較 す る と,GM以 外 はわ れ わ れ の施 設
で の感 受性 率 が 低か った.
⑤c.freandii
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入 院 での 株 数が 少 な く,外 来 の成 績 だけ を示 した.
前 報 に く らべ,全 体 に感受 性 率 の 上 昇 が 認 め られ た
が,NAで は 差が な か った.
PIPC,CTM,GM,TOBは 前 回60～70%台 の 感
受 性 率 であ ったが,今 回は90%前後 の 良好 な成 績 で あ
った.こ れ は 川 畠 ら9)の1986～1988年の入 院患 者 で の
成 績 と一致 して いた.
⑥Indole陽性Proteus群
C.freundii同様 外 来 の成 績 だけ を 示 した が,前 報 で
の成績 と差 が ない,田 中 ら6)のGM,TOB,CMZ,
CPの 成 績 はわ れわ れ の もの と差 がな か った,
⑦EnterococcusSPP・
前 報4)に比 し,入 院で のABPC,CPZの 感 受性 率
低 下 が著 明で あ る.田 中 ら6)の成 績 と比 較す る と,入
院 で はわ れ わ れ の施 設で の感 受 性 率が 低 く,外 来 では
やや 高 い感 受 性率 で あ った,
この菌 種 は主 と してE.faecalisと考 え られ,川 畠
ら9)の入 院 患者 での成 績 に 比 し,わ れ わ れ の施 設 の成
績 の方 が 良か った,
瀬 島 ら5)は外来 で の複 雑 性 尿路 感 染症 由来 菌 の 感受
性 率 を示 して お り,第1,2世 代 セ フ ェ ム系 薬 剤,F-
OMに 耐性(20%以 下 の感受 性 率)と して い るが,わ
れ われ の入 院 患者 の成績 では 各年 度FOMは92.7%,
78.5%と異 な って お り,前 報4)でも3年 間 の 平 均 で
69.5%であ った.
⑧s.epidermidis
入 院 の方 では 前報4)に引 きつづ きABPC,CEZ,
GM,TOB,MCIPCの 感 受性 率低 下 が あ った が,外
来 では 前報 と差 が なか った.こ れ は 高木 ら7)の報 告 と
差 が な く,川 畠 ら9)の1986～1988年入 院 患者 の成 績 と
も よ く一致 して いた.田 中 ら6)はCNSで の報 告 を 行
ってい るが,外 来 入 院 ともに われ わ れ の施 設 の成 績 と
よ く一致 してい た.こ の菌 種 も外 来 入 院 で の感受 性 率
に差 のあ る薬 剤 が多 か った.
⑨s.aureus
前報4)と比 較 す る と,外 来 で はABPC,GM,TOB,
FOM,入 院 ではABPC,CEX,CEZ,CTM,CPZ,
TOB,FOM,MCIPCの 感受 性 率 の低 下 が あ り,特
に 入 院 で のABPC,CTM,CPZ,MCIPCで の 低下
は 著 明で あ る.こ れ は川 畠 ら9)の1986～1988年の入 院
患者 で の成 績 に比 較 的 よ く一致 して お り,入 院患 者 か
ら検 出 され る本 菌 は,い わ ゆ るMRSAが 多 い の で
は な いか とお もわ れ た,
⑩CorynebacteriumSPP・
この菌 種 は 今 まで と り上 げ られ な か った が,比 較 的
よ く検 出 され る よ うに な った た め,と り上 げた.外 来
2号1994年
では 多 くの薬 剤 が 良好 な 感受 性 率 を示 した が,入 院 で
はTC,FOMを 除 き1989年度 で の感 受 性 率 がか な り
低 下 して お り,外 来 での成 績 と差 が あ る.Enteroeoc・
cusspp,と同様,複 数菌 感 染 で 検 出 され る こ とが 多 く,
opportunisticpathogenとして の 役 割 も考 え られ る
ので,今 後 の 動 向に 注意 した い.
結 語
1988年1月か ら1989年12月まで の2年 間 に,東 海大
学 病 院 泌尿 器 科 を受 診 も し くは 入 院 した 患者 尿 中 か ら
105cfu/ml以上検 出 され た細 菌,104cfu/ml検出 さ
れ た細 菌 おの お の の分 離頻 度 と,主 要 菌 種 の薬 剤 感受
性 に つ い て検 討 した.
(1)105cfu/ml以上 の場 合 外 来 では809株が分 離 され,




入 院 で は412株が分 離 され,グ ラ ム陽性 菌 は42.0%




外 来 で は グ ラ ム陽性 菌 の 比率 は 前報4)と変 わ らず,
入 院で は 前報 よ り増加 して きた.前 報4)に比 し外 来 で
はE.coli,入院 で はS.aureusの増 加 が 目立 った,
104cfu/mlでは,外 来 でEcoliがIO%前 後 と少 な
く,S.epidermidisが多 く,入 院 で はS・epidermidis
とEnterococcusspp.が多 か った.
(2)外来 入院 で の 薬剤 感 受性 をみ る と,E.ctoacae,S.
epidermidis,S.aureus,Cor]nebacteriumSPPでは 各薬
剤 と も入 院患 者 由来菌 に対 す る感受 性 率 が低 か った.
入 院患 者 由来 のS.epidermidis,S.aureus,Enterococ-
cusspp.,E・eloacaeに対 す る薬 剤 感 受性 率 は 前報4)よ
り著 明 に低 下 した も のが 多か った.
1989年度 の 入 院 で のS.aureasの急 増 はMRSAに
よる もの と思 わ れ,薬 剤 感受 性 成績 もそ れ を反 映 して
い る と思わ れ た.
また 本邦 で も薬 剤感 受 性 デ ィス クの統 一 が 望 まれ る
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